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飼犬の登録・注射日程表

：
き
　
り
　
と
　
り
　
線
：

月　日 地　　区『 時　　間 場　　所

　A

4月15日

（火）

川　　　　治 9：00～9：40 川治集落センター

十　　日　　町

川　　　　治

10：00～11：30
保　　健　　所

13：30～15：30

中　　　　条
9：00～10：10中条公民館
10：40～11：10 克雪管理センター

下　　　　条
13：40～14：40 下条公民館
15二〇〇～15：20 東下組小学校

4月16日

（水）

新座・大井田 9：00～10：00大井田公民館

十　　日　町
10：30～11：30

市民体育館
13：30～15：00

水　　　　沢

9：00～9：40 馬場飼育所
10110～11：15水沢出張所
13：30～14：00 野中小学校

十日町山地 14：45～15：00 赤　倉　分　校

4月17日

（木）

吉　　　　田

9：00～9：50 吉田出張所
10：15～10：25 名ケ山小学校

10：45～11：15 真田小学校
八　　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15：00 六箇公民館
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事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54
年
12
月

生
れ
の
人

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
1
0
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

4
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51
年
1
0
月

生
れ
の
人

　
す
　
　
い

　
ま
　
　
　
七
」

　
り
　
　
だ

　
送
　
　
く

　
を
　
　
で

　
書
　
い

み
知
　
お

の
通
の
は

診
診
月
た

検
検
当
か

児
　
　
亥

　
　
靖

月
　
　
｛

カ
　
　
と

6
　
　
　
く

歳
　
な

ー
　
　
が

ら
　
　
知

か
　
　
通

月
　
人

今
　
　
個

育
児
相
談

4
月
助
日

　
（
木
）

午
後
－
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

54
年
1
0
月

～
n
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

●

　
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
　
　
師
が
不
適
と
認
め
た
人
．

　
を
下
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
　
　
　
接
種
前
の
注
意
　
投
与
前
は
健
康
管

　
該
当
者
　
　
（
一
回
目
）
昭
和
五
十
四
　
　
理
に
十
分
注
音
お
こ
と
．
投
与
日
の

　
年
七
月
一
日
～
昭
和
五
十
四
年
十
二

　
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

　
　
（
二
回
目
）
昭
和
五
十
四
年
一
月
一

　
日
～
昭
和
五
十
四
年
六
月
三
十
目
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
。
四
歳
ま
で
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
五
時
ま
で
　
北
原
の
一
部
、
上
新

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
田
、
山
際
、
原
、
廿
田
城
、
下
条
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
一
部
、
岩
野
臥
桑
原
、
下
条
中

一い

　
度
も
受
け
な
か
っ
た
人
と
、
　
一
回
し

一
か
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人
．

い

い
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱
者
、

．
春
季
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
を
投
与

一一

、
　
昭
和
五
十
五
年
春
季
急
性
灰
白
髄
　
　
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
。
そ
の
他
医

　
▼
四
月
八
日
㈹
　
午
後
一
時
～
午

後
四
時
ま
で
　
本
町
五
丁
目
の
一
部
、

本
町
六
丁
目
二
の
一
部
、
稲
荷
町
丁

二
丁
目
、
稲
荷
町
三
丁
目
の
一
部
、

稲
荷
町
三
丁
目
南
、
稲
荷
町
三
丁
目

北
の
一
部
、
丸
山
町
の
一
部
、
昭
和

町
四
丁
目
の
一
部
、
西
浦
西
の
一
部
、

旭
町
　
▼
四
月
十
日
困
　
正
午
～
午

　
　
　
　
　
　
　
1
隔
Q
o
O
、
ー

朝
、
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。
印
か

ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
問
診
票
は
、
当
日
会

場
で
配
布
し
ま
す
が
、
保
護
者
で
な

い
人
が
同
伴
す
る
時
は
、
前
も
っ
て

保
健
課
に
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
．

実
施
地
区
名

月
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

吉
　
田
　
地
　
区

4
月
1
5
日
Uり

午
後

1
時
4
0
分

～
2
時
2
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

中
　
条
　
地
　
区

4
月
16
日
困

川
　
治
　
地
　
区

六
　
箇
　
地
　
区

｛
日
町
地
区
4
月
1
7
目
困

新
座
・
大
井
田
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
⑱
⑫
⑱
◎
⑱
㊥
遍
③
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
灘
綿
．
癬
灘
聾
．
華
羅
籏
汲
数
讐
麟
総
藻
難
躍
纏
藁
雛
覇
熊
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
繋
鑑
癖
難
難
雛
糠
婆
灘
盤
撚
辮
灘
．

◎◎

叢
離
繍
膿
浬
晶
寵
闘
）
－
・
．
－
市
役
所
市
民
相
談
室

央
通
り
、
下
条
本
町
、
野
田
、
蟹
沢
、

為
永
、
山
根
、
貝
ノ
川
、
新
保
、
水

口
、
下
山
、
新
光
寺
、
仙
之
山
、
平
、

漉
野
、
塩
野
、
願
入
、
二
子
　
▼
四

月
＋
一
目
團
午
前
八
時
半
～
正
午

ま
て
　
小
泉
の
一
部
、
樽
沢
　
▼
四

月
十
五
目
り℃
　
午
後
一
時
半
～
午
後

　
　
　
蓼
騰
鎌
驚
織
絹
識
難
欝

　
　
　
　
　
繍
灘
鉱
灘
総
饗
饗

　
　
　
　
蓄

　
　
　
　
纏
灘
難
縷
雑
毅
灘
礁

四
時
ま
で
　
高
山
第
三
・
第
四
の
一

部
、
高
田
町
五
・
六
丁
目

一
鱒
轟
鞭
灘
曝
懸
導

一
6
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

一
　
　
　
　
3
2
の
3
2
7
6
番
一

㎜
1
3
日
　
池
田
医
院
（
本
町
酉
）
　
｝

…
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番
…

皿
20
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
　
　
　
奮
7
の
3
0
1
8
番
…

一
2
7
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
…

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
一

一
2
9
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

…
（
天
皇
誕
生
日
）
盈
2
の
2
1
7
4
番
皿

　
　
鮎醐

　
　
舗
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○
：

一下記の日程で地区広聴会を開催します・杢年は・昨

年より3会場増やして16会場で行います。それぞれび）

地域の問題や、市政に対するご意見をお聞かせください・

　　　　　　　　　　　　　　時間：午後7時～9時

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

月　日：曜 地　　　　　区 云　　　　場

5月7日i困 六　　箇　　地　　区 六箇小学校
5月8日：困 中　　条　　地　　区 中条地区公民館
5月12目i（月） 飛　　渡　　地　　区 飛渡地区公民館
5月14日：困 東　下　組　地　区 東下組小学校
5月15日i困 野中小学校地区 野中小学校
6月2目：（月） 新　　座　　地　　区 公民館新座分館

6月6目i囲 大　井　田　地　区 公民館大井田分館

6月9日：（月） 川　　治　　地　　区 川治地区公民館

6月12日i困 八　　箇　　地　　区 池の平焦云所
6月13日：囲 下　　条　　地　　区 下　　中学校
6月23日i（月） 水沢小学校地区 水沢地区公民館

6月24日1図 馬場小学校地区 馬場小学　交
7月15目i㈹ 吉　　田　　地　　区 吉田中学校
7月16日：困 美　佐　島　地　区 江道猿倉集落開発センター

7月18日i團一 十日町西部地区 博　　物　　　目

7月22日：図 十日町東部地区 1　民　会　館

痴
長
畠
窒
百

　
ー
五
月
一
日
ー

午
後
三
時
～
七
時

●
9
．
．
・
，
＝
一
・
・
．
り
一
ξ
●
一
・
＝
9
，
も
・
。
。
．
。
9
三
。
一
．
D
p
一
＝
9
・
一
．
．
一
9
＝
・
．
●
。
。
，
一
三
一
＝
．
一
，
三
＝
．
。
」
＝
；
．
．
。
昌
響
三
．
－
．

　
会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
二
階
）

　
　
四
月
に
市
民
と
語
る
目
が
再
開
さ

　
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
十
二
月
ま
で

　
九
回
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

　
三
回
は
、
水
沢
（
八
月
）
吉
田
（
九

　
月
）
下
条
（
十
一
月
）
の
三
地
区
で

　
行
い
ま
す
．
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
お
い
で
の
時
に
は
事
前

　
に
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三
一
一
一

　
番
内
線
二
三
六
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

　
勿
論
、
直
接
お
い
で
い
た
だ
い
て
も

　
結
構
で
す
。

：
O

危険物取扱者講習会を実施

　
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

講
習
会
（
甲
、
乙
、
丙
種
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
消
防
法
に
規
定

の
製
造
所
、
貯
蔵
所
、
取

扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
危
険
物
取

扱
者
（
受
講
義
務
者
）
と

危
険
物
の
取
扱
作
業
を
し

て
な
い
が
受
講
希
望
の
人

受
講
の
義
務
　
受
講
義
務

者
は
次
の
期
間
内
に
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
製
造
所
で
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

を
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
。

ω
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
を
し
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
た
ら
交
付
の
日
か
ら
五
年
以
内

㈹
受
講
後
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
。

目
時
・
会
場
　
五
月
二
十
九
日
…
柏

崎
市
民
会
館
（
柏
崎
市
中
央
町
）
六

月
三
日
…
長
岡
自
治
会
館
（
長
岡
市

神
田
町
）
六
月
四
日
…
小
千
谷
市
民

会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）

　
各
会
場
と
も
午
前
九
時
受
付
開
始

申
請
期
間
・
申
込
み
　
五
月
一
日
か

ら
各
会
場
の
講
習
日
の
十
日
前
ま
で

に
・
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
急

険
物
係
（
〒
九
五
一
新
潟
市
学
校
町

一
番
町
V
へ
　
※
受
講
申
請
書
は
、

消
防
署
に
も
あ
り
ま
す
．

講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
県
収
入

証
紙
で
納
入
）
　
な
お
、
危
険
物
取

扱
者
試
験
の
受
験
準
備
講
習
会
は
、

六
月
二
十
四
、
二
十
五
日
に
予
定
。

山
火
事
に
注
意
を

　
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
山

火
事
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
、
田
畑
の
周
囲
の
枯
草
焼
か
ら

山
火
事
に
な
っ
た
の
が
一
番
多
く
、

続
い
て
、
煙
火
、
マ
ッ
チ
で
す
。

　
火
の
強
さ
、
速
さ
は
想
像
以
上
に

強
大
で
す
。
次
の
事
項
を
守
り
、
山

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
．

一
、
少
し
で
も
風
が
あ
る
と
き
は
、

枯
草
焼
、
た
き
火
は
し
な
い
．
た
き

火
を
す
る
と
き
は
消
火
器
、
農
業
用

ポ
ン
プ
、
ス
コ
ッ
プ
等
を
用
意
す
る
．

二
、
火
を
つ
け
る
時
は
、
周
囲
に
延

焼
す
る
危
険
が
無
い
か
確
か
め
て
、

斜
面
の
場
合
は
、
必
ず
上
方
で
火
を

つ
け
下
方
に
向
け
て
焼
く
。

三
、
た
き
火
後
は
完
全
に
消
火
す
る
．

四
、
マ
ッ
チ
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
せ
ず
、
必
ず
消
火
し
て
か

ら
始
末
す
る
。
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ロ

　
心
身
障
害
児
の
通
園
施
設
、
「
つ
く
し
園
」
が
旧
水
沢
中
央
保
育
所
一

あ
と
を
利
用
し
て
・
四
月
九
日
開
園
し
ま
し
た
・
郡
市
内
で
は
初
め
て
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肖

県
下
で
も
六
番
目
の
施
設
で
す
。
開
園
式
に
は
、
十
四
組
の
親
子
が
参
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

加
に
自
分
た
ち
の
城
の
完
成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
や
幼
児

も
、
子
供
の
頃
の
成
長
期
に
、
適
切

な
指
導
や
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
発
育
が
よ
り
促
進
さ
れ
、
眠

っ
て
い
た
機
能
が
回
復
し
、
将
来
に

大
変
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
市
と
十
日
町
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
（
会
長
・
柳
実
）
で
は
、
で
き
る

だ
け
こ
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
心

身
の
発
達
を
は
か
り
、
集
団
生
活
へ

の
適
応
力
を
身
に
つ
け
て
ゆ
こ
う
と

こ
の
事
業
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
指
導
員
の
石
沢
正
二
郎
さ
ん
は
、

「
一
ヵ
月
く
ら
い
子
供
を
観
察
し
、

専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
訓
練

計
画
を
た
て
て
ゆ
き
た
い
。
子
供
の

最
大
の
先
生
は
親
で
す
。
そ
の
、
親

、
子
が
一
緒
に
通
園
し
、
共
に
子
供
た

ち
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
こ
の
施

設
の
完
成
を
喜
び
た
い
。
通
園
の
不

便
さ
の
解
消
が
こ
れ
か
ら
の
問
題
だ
」

と
話
し
、
父
兄
の
関
口
美
枝
さ
ん
は

「
四
年
前
に
四
人
で
公
民
館
の
一
室

を
借
り
て
初
め
た
こ
の
事
業
が
、
こ

こ
に
独
立
の
施
設
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
出
来
る

だ
け
子
供
だ
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

し
、
仲
間
と
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、

つ
く
し
園
を
心
の
糧
と
し
な
が
ら
共

に
成
長
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
入
園

を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
通
園
日

は
、
月
、
水
、
金
の
週
三
回
、
費
用

は
月
千
円
程
度
で
す
。

嘱託員会議開かる

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
市

政
事
務
嘱
託
員
会
議
が
、

四
月
十
目
、
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
諸
里
市
長
か
ら

「
こ
れ
か
ら
は
、
国
内
外
、

十
日
町
市
と
も
非
常
に
厳

し
い
時
代
が
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
市
づ
く
り
の
た
め
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
部
落
自
治

を
大
事
に
し
、
行
政
が
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
仕
事
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
や
っ
て
も
ら
う
仕
事
を
分
け

て
考
え
た
い
。
市
行
政
の
円
滑
な
推

進
の
た
め
ご
協
力
を
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
嘱
託
員
さ
ん
が
た
か
ら
は
、
生

徒
の
通
学
路
、
道
路
除
雪
、
集
会
場

建
設
、
町
内
費
の
こ
と
な
ど
、
多
彩

な
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

、
書
匙
畦
陰
、
陰
1
、
謄
巳
、
1
匙
5
融
、
陰
ミ
陰
睦
、
陰
1
、
，
皇
－
亀
l
I
、
睦
ー
馬
」
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衛生施設組合から
　衛生施設組合に電話をされる

かたは、昼夜とも82－3924番

（代表番号）にお願いします。

なお、火葬などの申し込みや問

い合せは市役所市民生活課（8

7－3111番内線220）です。

　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　9　　　　”　　　　一　　　一　　　曹　　一　　一　一　卿一一グ

息
－
黒
o
o
馬
o
竃
－
息
－
題
1
1
、
1
皇
曾
乱
1
1
冒
具
－
息
－
亀
ー
具
」

初
め
て
の

　
　
豚
肉
ま
つ
り

［
　　　　　欝叩羅

　　　　　撒灘鰍馨
事
故
ゼ
ロ
の
好
成
績

－
春
の
交
通
安
全
運
動
ー

　畷昭霧

　
四
月
十
五
日
農
協
福
祉
会
館
で
市

内
初
め
て
の
”
豚
肉
ま
つ
り
”
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
、
。

　
こ
れ
は
、
市
養
豚
協
議
会
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
当
日
は
、
一
般
消

費
者
約
百
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
初

の
試
み
と
し
て
は
大
盛
況
だ
っ
牝
よ

う
で
す
。

　
農
協
の
自
主
製
作
映
画
「
豚
肉
の

生
産
か
ら
消
費
」
を
鑑
賞
、
カ
ッ
ト

肉
や
各
種
豚
肉
料
理
の
説
明
の
あ
と
、

実
際
に
作
ら
れ
た
十
種
類
の
豚
肉
料

理
の
試
食
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が

旺
盛
な
食
欲
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
六
日
～
十
五
日
ま
で
、
春
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
、
市
内

で
は
事
故
ゼ
・
の
好
成
績
で
し
た
。

　
交
通
安
全
の
市
民
運
動
は
年
々
盛

り
あ
が
り
、
四
月
六
日
に
は
ワ
ー
ゲ

ン
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
遠
田
寿
一
）
の

協
力
で
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た

の
を
は
じ
め
、
安
全
協
会
、
事
業
所

な
ど
が
行
っ
た
街
頭
指
導
に
は
、
二

千
六
百
人
が
参
加
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
婦
人
会
の
交
通
安
全
教
室
も
各
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
の
交
通

安
全
は
、
二
輪
車
の
事
故
防
止
の
た

め
、
安
全
マ
；
ク
付
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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水
沢
保
育
所
オ
ー
プ
ン

　　　定例行政相談に

　　　　　おいでください

　毎月第3木曜日は定例行政相談日です。行

政運営に関する苦情やご意見、要望などがあ

1）ましたら気軽においでください。

　次回相談日　5月15日（木）

　　　　　　午前10時～午後3時

　会場市役所市民相談室
　相談員　岡田信郎行政相談員、市行政相談員

　
市
で
は
、
旧
村
単
位
に
公
立
保
育

所
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
八
番
目
の
公
立
水
沢
保

育
所
（
小
海
秀
夫
所
長
）
が
オ
ー
プ

ン
し
、
四
月
八
日
か
ら
園
児
た
ち
の

元
気
な
声
が
、
上
島
団
地
に
響
い
て

い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、
昨
年
八
月
、

に
着
工
さ
れ
、
鉄
筋
二
階
建
て
、
延

べ
七
百
四
十
五
平
方
材
の
モ
ダ
ン
な

建
物
で
、
一
階
は
事
務
室
や
調
理
室

の
ほ
か
乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
、
二
階

は
、
四
つ
の
保
育
室
や
約
百
二
十
平

方
材
の
遊
戯
室
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

ヒ
ー
タ
ー
に
ょ
る
床
暖
房
シ
ス
テ
ム

を
初
め
て
取
り
入
れ
る
な
ど
、
近
代

的
な
施
設
設
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

母
藩
瀬
難
麓
護
置

　
四
月
一
日
よ
り
十
日
町
市
母
子
相

談
員
に
、
市
役
所
売
店
勤
務
の
内
藤

ト
モ
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
．

日
程
は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
ず
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
出
で
く

だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
相
談
場
所
　
市
役
所

　　労働保険料の

　　　　申告・納付はお早めに
　昭和55年度の労働保険料（労災保険料と雇用保険

料の両方をあわせたもの）の申告と納付の受付けが

5月15日まで行われています。まだ手続きを済ませ

ていない事業主のかたは、お早めに、保険料申告書

に保険料を添えて銀行、郵便局、労働基準監督署、

労働基準局、または県雇用保険課に提出してくださ

い。詳しくは、十日町労働基準監督署へ。

　
　
　
　
　
売
店
（
食
堂
）

　
8
七
±
三
コ
番
内
線
二
九
三
。

一
、
相
談
日
程
　
毎
週
　
月
水
金
の

　
各
曜
日
午
後
一
時
よ
り
五
時
ま
で

　
（
祝
祭
日
は
休
み
）

一
、
相
談
員
住
所
中
条
丙
五
六
一
番

地
一
（
中
条
上
原
）

　
氏
名
　
　
内
藤
ト
モ

　
8
（
自
宅
）
七
ー
四
一
二
八
番
。

国
民
年
金
特
例
納
付

期
限
は
六
月
三
十
日
で
す

　
国
民
年
金
の
特
例
納
付
期
限
は
六

月
三
十
日
㈲
で
す
。

　
県
で
は
、
特
例
納
付
保
険
料
の
資

金
に
都
合
が
で
き
な
い
か
た
の
た
め

に
、
特
例
納
付
の
資
金
貸
付
制
度
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
世
帯
更
生
資

金
と
県
費
貸
付
金
を
合
わ
せ
て
、
ひ

と
り
五
十
万
円
ま
で
貸
付
け
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
五
月
三
十
一
日
出
ま

で
に
、
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
市
社
会
福
祉
事
務
所
内
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
貸
付
金
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、

市
民
部
市
民
生
活
課
年
金
係
（
8
七

i
三
一
一
一
番
内
線
二
一
八
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　　　新潟県最低賃金
　新潟県の最低賃金が次のとおり改正になっ

ています。

◎新潟県最低賃金　1日2，542円

　時間給の労働者は1時間319円

◎繊維産業　1日2，630円

　　時間給の労働者は1時問329円

◎卸売業・小売業　1日2，720円

　時間給の労働者は1時間340円

◎食料品製造業　1日2，792円

　時間給の労働者は1時間349円

◎木材・木製品・家具・装備品製造業

　　　　　　　　　　　1目2，933円

　時間給の労働者は1時間367円

◎出版・印刷・同関連産業　1目2，952円

　時間給の労働者は1時間369円

◎機械・金属製品等製造業及び自動車整備業

　　　　　　　　　　　　　1目3，037円

　時間給の労働者は1時間380円

※それぞれの業種とも、仕事の内容によって

最低賃金が別に決められていますので・詳細

は労働基準監督署（B2－2079番）へお問い

合わせください。
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心
身
障
害
児
の
通
園
施
設
、
「
つ
く
し
園
」
が
旧
水
沢
中
央
保
育
所
一

あ
と
を
利
用
し
て
・
四
月
九
日
開
園
し
ま
し
た
・
郡
市
内
で
は
初
め
て
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肖

県
下
で
も
六
番
目
の
施
設
で
す
。
開
園
式
に
は
、
十
四
組
の
親
子
が
参
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

加
に
自
分
た
ち
の
城
の
完
成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
や
幼
児

も
、
子
供
の
頃
の
成
長
期
に
、
適
切

な
指
導
や
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
発
育
が
よ
り
促
進
さ
れ
、
眠

っ
て
い
た
機
能
が
回
復
し
、
将
来
に

大
変
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
市
と
十
日
町
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
（
会
長
・
柳
実
）
で
は
、
で
き
る

だ
け
こ
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
心

身
の
発
達
を
は
か
り
、
集
団
生
活
へ

の
適
応
力
を
身
に
つ
け
て
ゆ
こ
う
と

こ
の
事
業
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
指
導
員
の
石
沢
正
二
郎
さ
ん
は
、

「
一
ヵ
月
く
ら
い
子
供
を
観
察
し
、

専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
訓
練

計
画
を
た
て
て
ゆ
き
た
い
。
子
供
の

最
大
の
先
生
は
親
で
す
。
そ
の
、
親

、
子
が
一
緒
に
通
園
し
、
共
に
子
供
た

ち
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
こ
の
施

設
の
完
成
を
喜
び
た
い
。
通
園
の
不

便
さ
の
解
消
が
こ
れ
か
ら
の
問
題
だ
」

と
話
し
、
父
兄
の
関
口
美
枝
さ
ん
は

「
四
年
前
に
四
人
で
公
民
館
の
一
室

を
借
り
て
初
め
た
こ
の
事
業
が
、
こ

こ
に
独
立
の
施
設
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
出
来
る

だ
け
子
供
だ
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

し
、
仲
間
と
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、

つ
く
し
園
を
心
の
糧
と
し
な
が
ら
共

に
成
長
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
入
園

を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
通
園
日

は
、
月
、
水
、
金
の
週
三
回
、
費
用

は
月
千
円
程
度
で
す
。

嘱託員会議開かる

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
市

政
事
務
嘱
託
員
会
議
が
、

四
月
十
目
、
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
諸
里
市
長
か
ら

「
こ
れ
か
ら
は
、
国
内
外
、

十
日
町
市
と
も
非
常
に
厳

し
い
時
代
が
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
市
づ
く
り
の
た
め
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
部
落
自
治

を
大
事
に
し
、
行
政
が
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
仕
事
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
や
っ
て
も
ら
う
仕
事
を
分
け

て
考
え
た
い
。
市
行
政
の
円
滑
な
推

進
の
た
め
ご
協
力
を
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
嘱
託
員
さ
ん
が
た
か
ら
は
、
生

徒
の
通
学
路
、
道
路
除
雪
、
集
会
場

建
設
、
町
内
費
の
こ
と
な
ど
、
多
彩

な
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

、
書
匙
畦
陰
、
陰
1
、
謄
巳
、
1
匙
5
融
、
陰
ミ
陰
睦
、
陰
1
、
，
皇
－
亀
l
I
、
睦
ー
馬
」
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衛生施設組合から
　衛生施設組合に電話をされる

かたは、昼夜とも82－3924番

（代表番号）にお願いします。

なお、火葬などの申し込みや問

い合せは市役所市民生活課（8

7－3111番内線220）です。

　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　9　　　　”　　　　一　　　一　　　曹　　一　　一　一　卿一一グ

息
－
黒
o
o
馬
o
竃
－
息
－
題
1
1
、
1
皇
曾
乱
1
1
冒
具
－
息
－
亀
ー
具
」

初
め
て
の

　
　
豚
肉
ま
つ
り

［
　　　　　欝叩羅

　　　　　撒灘鰍馨
事
故
ゼ
ロ
の
好
成
績

－
春
の
交
通
安
全
運
動
ー

　畷昭霧

　
四
月
十
五
日
農
協
福
祉
会
館
で
市

内
初
め
て
の
”
豚
肉
ま
つ
り
”
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
、
。

　
こ
れ
は
、
市
養
豚
協
議
会
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
当
日
は
、
一
般
消

費
者
約
百
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
初

の
試
み
と
し
て
は
大
盛
況
だ
っ
牝
よ

う
で
す
。

　
農
協
の
自
主
製
作
映
画
「
豚
肉
の

生
産
か
ら
消
費
」
を
鑑
賞
、
カ
ッ
ト

肉
や
各
種
豚
肉
料
理
の
説
明
の
あ
と
、

実
際
に
作
ら
れ
た
十
種
類
の
豚
肉
料

理
の
試
食
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が

旺
盛
な
食
欲
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
六
日
～
十
五
日
ま
で
、
春
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
、
市
内

で
は
事
故
ゼ
・
の
好
成
績
で
し
た
。

　
交
通
安
全
の
市
民
運
動
は
年
々
盛

り
あ
が
り
、
四
月
六
日
に
は
ワ
ー
ゲ

ン
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
遠
田
寿
一
）
の

協
力
で
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た

の
を
は
じ
め
、
安
全
協
会
、
事
業
所

な
ど
が
行
っ
た
街
頭
指
導
に
は
、
二

千
六
百
人
が
参
加
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
婦
人
会
の
交
通
安
全
教
室
も
各
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
の
交
通

安
全
は
、
二
輪
車
の
事
故
防
止
の
た

め
、
安
全
マ
；
ク
付
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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水
沢
保
育
所
オ
ー
プ
ン

　　　定例行政相談に

　　　　　おいでください

　毎月第3木曜日は定例行政相談日です。行

政運営に関する苦情やご意見、要望などがあ

1）ましたら気軽においでください。

　次回相談日　5月15日（木）

　　　　　　午前10時～午後3時

　会場市役所市民相談室
　相談員　岡田信郎行政相談員、市行政相談員

　
市
で
は
、
旧
村
単
位
に
公
立
保
育

所
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
八
番
目
の
公
立
水
沢
保

育
所
（
小
海
秀
夫
所
長
）
が
オ
ー
プ

ン
し
、
四
月
八
日
か
ら
園
児
た
ち
の

元
気
な
声
が
、
上
島
団
地
に
響
い
て

い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、
昨
年
八
月
、

に
着
工
さ
れ
、
鉄
筋
二
階
建
て
、
延

べ
七
百
四
十
五
平
方
材
の
モ
ダ
ン
な

建
物
で
、
一
階
は
事
務
室
や
調
理
室

の
ほ
か
乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
、
二
階

は
、
四
つ
の
保
育
室
や
約
百
二
十
平

方
材
の
遊
戯
室
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

ヒ
ー
タ
ー
に
ょ
る
床
暖
房
シ
ス
テ
ム

を
初
め
て
取
り
入
れ
る
な
ど
、
近
代

的
な
施
設
設
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

母
藩
瀬
難
麓
護
置

　
四
月
一
日
よ
り
十
日
町
市
母
子
相

談
員
に
、
市
役
所
売
店
勤
務
の
内
藤

ト
モ
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
．

日
程
は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
ず
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
出
で
く

だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
相
談
場
所
　
市
役
所

　　労働保険料の

　　　　申告・納付はお早めに
　昭和55年度の労働保険料（労災保険料と雇用保険

料の両方をあわせたもの）の申告と納付の受付けが

5月15日まで行われています。まだ手続きを済ませ

ていない事業主のかたは、お早めに、保険料申告書

に保険料を添えて銀行、郵便局、労働基準監督署、

労働基準局、または県雇用保険課に提出してくださ

い。詳しくは、十日町労働基準監督署へ。

　
　
　
　
　
売
店
（
食
堂
）

　
8
七
±
三
コ
番
内
線
二
九
三
。

一
、
相
談
日
程
　
毎
週
　
月
水
金
の

　
各
曜
日
午
後
一
時
よ
り
五
時
ま
で

　
（
祝
祭
日
は
休
み
）

一
、
相
談
員
住
所
中
条
丙
五
六
一
番

地
一
（
中
条
上
原
）

　
氏
名
　
　
内
藤
ト
モ

　
8
（
自
宅
）
七
ー
四
一
二
八
番
。

国
民
年
金
特
例
納
付

期
限
は
六
月
三
十
日
で
す

　
国
民
年
金
の
特
例
納
付
期
限
は
六

月
三
十
日
㈲
で
す
。

　
県
で
は
、
特
例
納
付
保
険
料
の
資

金
に
都
合
が
で
き
な
い
か
た
の
た
め

に
、
特
例
納
付
の
資
金
貸
付
制
度
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
世
帯
更
生
資

金
と
県
費
貸
付
金
を
合
わ
せ
て
、
ひ

と
り
五
十
万
円
ま
で
貸
付
け
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
五
月
三
十
一
日
出
ま

で
に
、
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
市
社
会
福
祉
事
務
所
内
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
貸
付
金
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、

市
民
部
市
民
生
活
課
年
金
係
（
8
七

i
三
一
一
一
番
内
線
二
一
八
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　　　新潟県最低賃金
　新潟県の最低賃金が次のとおり改正になっ

ています。

◎新潟県最低賃金　1日2，542円

　時間給の労働者は1時間319円

◎繊維産業　1日2，630円

　　時間給の労働者は1時問329円

◎卸売業・小売業　1日2，720円

　時間給の労働者は1時間340円

◎食料品製造業　1日2，792円

　時間給の労働者は1時間349円

◎木材・木製品・家具・装備品製造業

　　　　　　　　　　　1目2，933円

　時間給の労働者は1時間367円

◎出版・印刷・同関連産業　1目2，952円

　時間給の労働者は1時間369円

◎機械・金属製品等製造業及び自動車整備業

　　　　　　　　　　　　　1目3，037円

　時間給の労働者は1時間380円

※それぞれの業種とも、仕事の内容によって

最低賃金が別に決められていますので・詳細

は労働基準監督署（B2－2079番）へお問い

合わせください。
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写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

讐
鞭

推薦・植木元さんの作品
｝　　　譲灘測■
特選・羽場良助さんの作品

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
募
集

し
て
い
た
第
一
回
「
カ
ラ
ー
雪
の
十

日
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
植
木
元
さ
ん

（
柏
崎
市
）
が
推
薦
に
な
っ
た
の
を
は

じ
め
、
特
選
に
は
、
市
内
か
ら
、
羽

場
良
助
（
寿
町
）
、
南
雲
徳
栄
（
関

根
）
、
大
島
市
士
（
本
町
四
）
の
皆

さ
ん
が
特
選
に
入
賞
し
ま
し
た
．

応
募
点
数
は
三
百
四
十
二
点
で
、
内

訳
は
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
三
百
五
点
、

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
三
十
七
点
で
し
た
。

応
募
者
は
六
十
名
で
、
東
京
、
大
阪

を
は
じ
め
、
一
都
一
府
三
県
の
広
範

囲
に
お
よ
び
ま
し
た
。

　
審
査
に
あ
た
っ
た
中
俣
正
義
さ
ん

（
目
本
写
真
協
会
会
員
）
は
、
　
「
全

特
選
・
南
雲
徳
栄
さ
ん
の
作
品

　
　
入
賞
写
真
展
示
会

と
き
四
月
二
十
九
日
～
五
月

　
　
　
　
五
日
午
前
十
時
～
午
後

　
　
　
　
六
時

と
こ
ろ
　
き
も
の
総
合
展
示
館

ギ体
的
に
作
品
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、

技
術
的
に
も
す
ぐ
れ
、
し
か
も
伯
仲

し
て
い
た
。
，
今
回
は
、
雪
ま
つ
り
を

中
ら
と
し
た
作
品
が
多
か
っ
た
が
、

こ
の
地
方
は
、
行
事
、
風
物
な
ど
素

材
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
方

面
の
作
品
も
欲
し
い
．
技
術
的
に
は

構
図
、
色
彩
の
配
分
、
人
物
の
配
置

な
ど
に
注
意
す
る
と
良
く
な
る
も
の

が
沢
山
あ
っ
た
」
と
講
評
し
て
い
ま

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

推
薦
　
植
木
元
（
柏
崎
市
）

特
選
　
羽
場
良
助
（
寿
町
）
、
南
雲

徳
栄
（
関
根
）
、
大
島
市
士
（
本
町

四
）

　
特
選
・
大
島
市
士
さ
ん
の
作
品

籍

入
選
　
春
川
喜
代
正
（
田
川
町
二
）

羽
場
良
助
（
寿
町
）
、
松
井
岩
雄
（
稲

荷
町
西
）
、
南
雲
徳
栄
（
関
根
）
中

林
英
一
（
中
条
中
町
）
、
関
口
芳
文

（
本
町
六
）
、
中
条
誠
（
川
原
町
）

斉
木
末
吉
（
本
町
六
）
、
樋
熊
久
平

（
本
町
七
）
、
樋
口
信
二
（
高
田
町

三
東
）
、
村
山
峰
雄
（
池
之
平
〉
、

大
島
市
士
（
本
町
四
）

努
力
賞
　
庭
野
正
夫
（
田
川
町
一
）

石
川
哲
司
（
田
川
町
一
）
、
羽
場
良

助
（
寿
町
）
、
樋
熊
さ
い
（
新
座
三
）

大
津
熊
夫
（
西
本
町
一
）
、
高
橋
光

男
（
妻
有
町
東
）
、
小
坂
幸
平
（
稲

荷
町
西
）
、
中
条
誠
（
川
原
町
）
、

上
村
元
一
（
南
鐙
坂
）
、
竹
内
賢
一

（
川
治
下
町
）
、
樋
熊
久
平
（
本
町

七
）
、
樋
口
信
二
（
高
田
町
三
東
）

馬
場
晃
（
小
泉
）
、
村
山
峰
雄
（
池

之
平
）
、
林
道
夫
（
川
治
下
町
）

住
宅
金
融
公
庫

　
個
人
住
宅
申
込
み
受
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
の
、

個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込
み
受
付

け
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
四
月
三
十
目
（
水
）
～

五
月
二
十
日
（
火
）
ま
で
。

選
定
方
法
　
先
着
順
に
無
抽
選
で
。

融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
㎡
以
上
）

の
場
合
四
百
十
万
～
四
百
三
十
万
円
。

　
な
お
、
断
熱
構
造
化
工
事
を
行
う

場
合
は
十
万
円
～
三
十
万
円
、
太
陽

熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う
場
合
は

十
万
円
の
融
資
が
加
算
、
ま
た
、
老

人
（
六
十
五
歳
以
上
）
や
心
身
障
害

者
な
ど
が
同
居
す
る
場
合
は
、
五
十

万
～
百
五
十
万
円
の
割
増
し
融
資
。

利
率
　
年
五
・
五
％

返
済
期
間
　
二
十
五
年
以
内
（
木
造
）

申
込
場
所
　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
金
融
機
関

　
詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
所
（
台
〇
二
七
二
ー
三
二
－
六
六

五
五
番
）
か
取
扱
金
融
機
関
へ
。

労
信
協
融
資
の
ご
案
内

　
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
信
用

保
証
が
あ
れ
ば
、
職
場
に
労
働
組
合

の
な
い
労
働
者
も
次
の
融
資
を
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

暮
ら
し
の
ロ
ー
ン
　
五
年
以
内
、
百

万
円
ま
で
、
担
保
不
要
。

住
宅
ロ
ー
ン
　
ニ
十
五
年
以
内
、
二

千
万
円
ま
で
、
担
保
要
（
不
動
産
）

多
目
的
ロ
ー
ン
　
ニ
十
五
年
以
内
、

八
百
万
円
ま
で
、
担
保
要
（
不
動
産
）

詳
細
は
、
県
労
働
金
庫
十
日
町
支
店

（
本
町
四
、
8
七
－
八
三
〇
〇
番
）
へ
。
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開
催
に
あ
た
つ
て

　
博
物
館
で
は
、
春
季
特
別
展
と
し
て
「
明

石
ち
ぢ
み
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
度
の

「
越
後
ち
ぢ
み
」
に
続
き
、
十
日
町
織
物
の

歴
史
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
明
石
ち
ぢ

み
」
を
、
こ
の
機
会
に
も
う
圏
度
見
直
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
回
の
特
別
展
に
あ
た
り
、

多
数
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

1”1””川1”川，”曹1書1”1曾””1”1””91””IIII”書”olII”1匿””””1川””唇川1”””1””ollll””ll”ll””1”1川1

●
解
説

　
明
石
ち
ぢ
み
は
、
戦
前
の
十
日
町

を
代
表
す
る
織
物
で
す
．
シ
ャ
リ
ッ

と
し
た
清
涼
感
あ
ふ
れ
る
夏
の
着
物

と
し
て
、
全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
も
、

一
朝
一
夕
に
で
き
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
先
覚
者
が
心
血
を

そ
そ
い
で
生
み
出
し
た
、
血
と
汗
の

結
晶
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
明
石
ち
ぢ
み
の
源
流
は
、
播
州
明

石
（
兵
庫
県
）
と
い
わ
れ
、
明
治
二

十
年
頃
に
京
都
の
西
陣
よ
り
そ
の
見

本
裂
が
十
日
町
へ
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
十
日
町
は
、
越
後
ち
ぢ

み
（
麻
織
物
）
の
伝
統
の
上
に
、
絹

ち
ぢ
み
と
い
う
ヨ
コ
糸
に
強
い
撚
り

を
か
け
た
夏
も
の
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
さ
っ
そ
く
こ
の
明

石
ち
ぢ
み
の
研
究
に
と
り
く
み
、
明

治
二
十
五
年
頃
よ
う
や
く
試
作
に
成

功
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
研
究
と
改
良
が
加
え

ら
れ
、
片
シ
ボ
か
ら
両
シ
ボ
、
さ
ら

に
ち
ぢ
ま
ぬ
加
工
、
ぬ
れ
な
い
加
工

が
ほ
ど
こ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
盛
期
の
昭
和
初
年
に
は
、
年
産
二

十
七
万
反
に
も
お
よ
び
、
文
字
通
り

十
日
町
を
代
表
す
る
織
物
に
な
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
昭
和
四
年
に
つ
く

ら
れ
た
十
日
町
小
唄
（
サ
ッ
テ
モ
節
）

は
、
明
石
ち
ぢ
み
の
名
声
を
全
国
津

々
浦
々
ま
で
広
め
て
く
れ
ま
じ
た
。

　
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
の
長

き
に
わ
た
っ
て
、
十
日
町
の
代
表
的

な
織
物
と
し
て
産
地
と
共
に
歩
み
つ

づ
け
て
来
た
明
石
ち
ぢ
み
も
、
い
ま

や
ま
ぽ
ろ
し
の
着
物
と
な
り
っ
っ
あ

．
り
ま
す
。
今
回
の
特
別
展
で
は
、
こ

の
着
物
、
反
物
を
中
心
に
、
約
一
五

〇
点
を
展
示
し
ま
す
。
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写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

讐
鞭

推薦・植木元さんの作品
｝　　　譲灘測■
特選・羽場良助さんの作品

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
募
集

し
て
い
た
第
一
回
「
カ
ラ
ー
雪
の
十

日
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
植
木
元
さ
ん

（
柏
崎
市
）
が
推
薦
に
な
っ
た
の
を
は

じ
め
、
特
選
に
は
、
市
内
か
ら
、
羽

場
良
助
（
寿
町
）
、
南
雲
徳
栄
（
関

根
）
、
大
島
市
士
（
本
町
四
）
の
皆

さ
ん
が
特
選
に
入
賞
し
ま
し
た
．

応
募
点
数
は
三
百
四
十
二
点
で
、
内

訳
は
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
三
百
五
点
、

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
三
十
七
点
で
し
た
。

応
募
者
は
六
十
名
で
、
東
京
、
大
阪

を
は
じ
め
、
一
都
一
府
三
県
の
広
範

囲
に
お
よ
び
ま
し
た
。

　
審
査
に
あ
た
っ
た
中
俣
正
義
さ
ん

（
目
本
写
真
協
会
会
員
）
は
、
　
「
全

特
選
・
南
雲
徳
栄
さ
ん
の
作
品

　
　
入
賞
写
真
展
示
会

と
き
四
月
二
十
九
日
～
五
月

　
　
　
　
五
日
午
前
十
時
～
午
後

　
　
　
　
六
時

と
こ
ろ
　
き
も
の
総
合
展
示
館

ギ体
的
に
作
品
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、

技
術
的
に
も
す
ぐ
れ
、
し
か
も
伯
仲

し
て
い
た
。
，
今
回
は
、
雪
ま
つ
り
を

中
ら
と
し
た
作
品
が
多
か
っ
た
が
、

こ
の
地
方
は
、
行
事
、
風
物
な
ど
素

材
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
方

面
の
作
品
も
欲
し
い
．
技
術
的
に
は

構
図
、
色
彩
の
配
分
、
人
物
の
配
置

な
ど
に
注
意
す
る
と
良
く
な
る
も
の

が
沢
山
あ
っ
た
」
と
講
評
し
て
い
ま

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

推
薦
　
植
木
元
（
柏
崎
市
）

特
選
　
羽
場
良
助
（
寿
町
）
、
南
雲

徳
栄
（
関
根
）
、
大
島
市
士
（
本
町

四
）

　
特
選
・
大
島
市
士
さ
ん
の
作
品

籍

入
選
　
春
川
喜
代
正
（
田
川
町
二
）

羽
場
良
助
（
寿
町
）
、
松
井
岩
雄
（
稲

荷
町
西
）
、
南
雲
徳
栄
（
関
根
）
中

林
英
一
（
中
条
中
町
）
、
関
口
芳
文

（
本
町
六
）
、
中
条
誠
（
川
原
町
）

斉
木
末
吉
（
本
町
六
）
、
樋
熊
久
平

（
本
町
七
）
、
樋
口
信
二
（
高
田
町

三
東
）
、
村
山
峰
雄
（
池
之
平
〉
、

大
島
市
士
（
本
町
四
）

努
力
賞
　
庭
野
正
夫
（
田
川
町
一
）

石
川
哲
司
（
田
川
町
一
）
、
羽
場
良

助
（
寿
町
）
、
樋
熊
さ
い
（
新
座
三
）

大
津
熊
夫
（
西
本
町
一
）
、
高
橋
光

男
（
妻
有
町
東
）
、
小
坂
幸
平
（
稲

荷
町
西
）
、
中
条
誠
（
川
原
町
）
、

上
村
元
一
（
南
鐙
坂
）
、
竹
内
賢
一

（
川
治
下
町
）
、
樋
熊
久
平
（
本
町

七
）
、
樋
口
信
二
（
高
田
町
三
東
）

馬
場
晃
（
小
泉
）
、
村
山
峰
雄
（
池

之
平
）
、
林
道
夫
（
川
治
下
町
）

住
宅
金
融
公
庫

　
個
人
住
宅
申
込
み
受
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
の
、

個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込
み
受
付

け
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
四
月
三
十
目
（
水
）
～

五
月
二
十
日
（
火
）
ま
で
。

選
定
方
法
　
先
着
順
に
無
抽
選
で
。

融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
㎡
以
上
）

の
場
合
四
百
十
万
～
四
百
三
十
万
円
。

　
な
お
、
断
熱
構
造
化
工
事
を
行
う

場
合
は
十
万
円
～
三
十
万
円
、
太
陽

熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う
場
合
は

十
万
円
の
融
資
が
加
算
、
ま
た
、
老

人
（
六
十
五
歳
以
上
）
や
心
身
障
害

者
な
ど
が
同
居
す
る
場
合
は
、
五
十

万
～
百
五
十
万
円
の
割
増
し
融
資
。

利
率
　
年
五
・
五
％

返
済
期
間
　
二
十
五
年
以
内
（
木
造
）

申
込
場
所
　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
金
融
機
関

　
詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
所
（
台
〇
二
七
二
ー
三
二
－
六
六

五
五
番
）
か
取
扱
金
融
機
関
へ
。

労
信
協
融
資
の
ご
案
内

　
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
信
用

保
証
が
あ
れ
ば
、
職
場
に
労
働
組
合

の
な
い
労
働
者
も
次
の
融
資
を
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

暮
ら
し
の
ロ
ー
ン
　
五
年
以
内
、
百

万
円
ま
で
、
担
保
不
要
。

住
宅
ロ
ー
ン
　
ニ
十
五
年
以
内
、
二

千
万
円
ま
で
、
担
保
要
（
不
動
産
）

多
目
的
ロ
ー
ン
　
ニ
十
五
年
以
内
、

八
百
万
円
ま
で
、
担
保
要
（
不
動
産
）

詳
細
は
、
県
労
働
金
庫
十
日
町
支
店

（
本
町
四
、
8
七
－
八
三
〇
〇
番
）
へ
。
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開
催
に
あ
た
つ
て

　
博
物
館
で
は
、
春
季
特
別
展
と
し
て
「
明

石
ち
ぢ
み
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
度
の

「
越
後
ち
ぢ
み
」
に
続
き
、
十
日
町
織
物
の

歴
史
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
明
石
ち
ぢ

み
」
を
、
こ
の
機
会
に
も
う
圏
度
見
直
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
回
の
特
別
展
に
あ
た
り
、

多
数
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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●
解
説

　
明
石
ち
ぢ
み
は
、
戦
前
の
十
日
町

を
代
表
す
る
織
物
で
す
．
シ
ャ
リ
ッ

と
し
た
清
涼
感
あ
ふ
れ
る
夏
の
着
物

と
し
て
、
全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
も
、

一
朝
一
夕
に
で
き
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
先
覚
者
が
心
血
を

そ
そ
い
で
生
み
出
し
た
、
血
と
汗
の

結
晶
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
明
石
ち
ぢ
み
の
源
流
は
、
播
州
明

石
（
兵
庫
県
）
と
い
わ
れ
、
明
治
二

十
年
頃
に
京
都
の
西
陣
よ
り
そ
の
見

本
裂
が
十
日
町
へ
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
十
日
町
は
、
越
後
ち
ぢ

み
（
麻
織
物
）
の
伝
統
の
上
に
、
絹

ち
ぢ
み
と
い
う
ヨ
コ
糸
に
強
い
撚
り

を
か
け
た
夏
も
の
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
さ
っ
そ
く
こ
の
明

石
ち
ぢ
み
の
研
究
に
と
り
く
み
、
明

治
二
十
五
年
頃
よ
う
や
く
試
作
に
成

功
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
研
究
と
改
良
が
加
え

ら
れ
、
片
シ
ボ
か
ら
両
シ
ボ
、
さ
ら

に
ち
ぢ
ま
ぬ
加
工
、
ぬ
れ
な
い
加
工

が
ほ
ど
こ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
盛
期
の
昭
和
初
年
に
は
、
年
産
二

十
七
万
反
に
も
お
よ
び
、
文
字
通
り

十
日
町
を
代
表
す
る
織
物
に
な
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
昭
和
四
年
に
つ
く

ら
れ
た
十
日
町
小
唄
（
サ
ッ
テ
モ
節
）

は
、
明
石
ち
ぢ
み
の
名
声
を
全
国
津

々
浦
々
ま
で
広
め
て
く
れ
ま
じ
た
。

　
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
の
長

き
に
わ
た
っ
て
、
十
日
町
の
代
表
的

な
織
物
と
し
て
産
地
と
共
に
歩
み
つ

づ
け
て
来
た
明
石
ち
ぢ
み
も
、
い
ま

や
ま
ぽ
ろ
し
の
着
物
と
な
り
っ
っ
あ

．
り
ま
す
。
今
回
の
特
別
展
で
は
、
こ

の
着
物
、
反
物
を
中
心
に
、
約
一
五

〇
点
を
展
示
し
ま
す
。
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フ
瑠

、　、

¢
z
「

電気はこわい、むずかしい、いいえ決し

てそんなことはありません。あなたも正

しい電気の取扱いを知って明るく楽しい

電化生活をしてみませんか。

会　場　東北電力㈱十目町営業所

　　　　　　　　　　　　　（本町3丁目）

期間5月～1D月（各月1回計6回〉
時　間　午後1時30分～4時頃まで

内容　電気の知識・修理実習・上手な使

　　　い方・移動教室（見学会）・電気

○参加対象…一般、婦人、中高生（経験者、初心者

問わず）

o参加料…下表のとおり。ただし、全日程参加者は

　一般2，000円、初心者は1，000円、中学生は500円。

o申込み…当日会場にて。

O問い合わせ…市役所体育課に（87－3111番内線
　275）

畦　師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
央講師　関根和子、大塚ソノエ選手（YONEX）
4月27目のみ）昭和53年度全日本学生女子ダブルス優1

費として）

営業所サービ

月
4
実
見
ど
料
町
番
話
い

　
　
　
　
な
材
日
07
電
そ

　
分
修
室
習
習
十
3
1

　
　
　
教
実
実
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昭
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五
十
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度

十
日
町
市
成
人
式
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五
月
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日
（
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）

に
市
民
体
育
館
で
行

い
ま
す
。

今
年
度
の
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当
者

D’＼

磁

は
、
昭
和
ゴ
十
四
年
四
月
二
日
～

三
十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
当
市

在
住
者
で
す
。
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・
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。

自己開発と仲問づくり

一十日町青年学級一
　　　　　　　募集中ですガ

〈期　間〉　昭和55年4月～昭和56年3月

く経　費〉　自治会費（通信費含）1・800円

　　　　　　と教材費実費。

　〈コース〉　毎週木曜日　夜7時～9時

　〈申　込〉　十日町市公民館（87－5011番）

　　　　　　電話も可。

　※25歳までの勤労青少年なら、どなたで

　もけっこうです。

⑱
ブ
ロ
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ム

●
受
　
　
付
…
…
…
…
…
…
九
時

●
お
祝
い
の
こ
と
ば
…
…
－
十
時

●
記
念
講
演

　
「
人
生
は
年
で
は
測
れ
な
い
」

　
　
　
　
か
お
、
る

　
　
岡
野
加
穂
留
氏

　
　
（
明
治
大
学
大
学
院
教
授
）

●
市
民
吹
奏
楽
団
演
奏

●
「
若
者
た
ち
」
斉
唱

○
終
　
　
了
…
…
十
一
時
五
十
分

　
※
当
日
は
、
ふ
ろ
し
き
を
お
持
ち

　
下
さ
い
。

コ　　ー　　ス テ　　ー　　　マ 講　師

料　　　　理
よりよい健康管理のため

の料理方法を学ぶ

栄養士

酒井　　環

焼　　　　物 土と炎の芸術に挑戦！
十高教諭

堀田　　正

演　　　　劇 幅広い自己表現の探求を
十実講師

西川勝雄

文　　　　芸
創作活動を通して情操豊

かな生活を

歌　人

野本郁太郎

写　　　真
現代社会をレンズを通し

て考える

写真家

遠田誠也

映画評論
映画を自らの生活の中に

どう生かせるか

十高教諭

田村喜一

ミニコミ紙研究
情報の本質とその伝達方

法を学ぶ

タイムス編集長

森本忠彦

　5月から市民講座が始

まります。さああなたも

仲間をさそっておいでく

ださい。

05月1日から受付

　お早めに申し込みをし

てください。

○対象は……

　どなたでもけっこうで

すが、初心者にかぎりま

す。（小、中高校生は除く）

○時間は……

　夜7時から9時までで
す。

日　本　画
絵筆を持ったことのない入の

ための日本画入門教室です。

火曜夜
5月13日～

塩沢中学校

田中　武夫

焼　　　物

手びねりかr）ろくろづくりま

でグイ呑みから大皿まで手づ

くりのやきものを楽しむ。

火曜夜

5月13日～

陶芸愛好家

大久保淳二

文　　　学

「北越雪譜」鈴木牧之著を読

み雪をいかに忍耐強く克服し

生活をしたのか、昔の雪国の

暮‘）しの原点を学ぶ。

第2・4
火曜夜
5月13日～

鈴木牧之研究家

川西高校

高橋　　実

（こうたい）

小　　　謡

謡曲の中かド）独吟に適する短

い一節をとり出して謡うもの

を小謡（こうたい）と云いま

す。発声かr）習ってめでたい

席の小謡いく‘）いできるよう

に。

第1・3

木曜夜
5月1日～

十日町

　観世会

家庭で活かす

中華風料理

中華風で家庭でも気軽に作る

ことができる献立を中心に実

習指導をしていただきます。

第3金曜夜
5月16日～

　栄養士

酒井　　環

灘聯麟
○定員は一…

　それぞれ30名です。定

定員になり次第に〆切り

ます。

○学習は…

　11月までの予定です。

○受講料は…・

　無料ですが、教材費は

各自負担です。

○申込みは…

　十日町市公民館に

　（B7－5011番）電話申

込み可。申込みの際には

ハガキを6枚を添えてく

ださい（連絡用）。
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電気はこわい、むずかしい、いいえ決し

てそんなことはありません。あなたも正

しい電気の取扱いを知って明るく楽しい

電化生活をしてみませんか。

会　場　東北電力㈱十目町営業所

　　　　　　　　　　　　　（本町3丁目）

期間5月～1D月（各月1回計6回〉
時　間　午後1時30分～4時頃まで

内容　電気の知識・修理実習・上手な使

　　　い方・移動教室（見学会）・電気

○参加対象…一般、婦人、中高生（経験者、初心者

問わず）

o参加料…下表のとおり。ただし、全日程参加者は

　一般2，000円、初心者は1，000円、中学生は500円。

o申込み…当日会場にて。

O問い合わせ…市役所体育課に（87－3111番内線
　275）
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　　　　　　　募集中ですガ

〈期　間〉　昭和55年4月～昭和56年3月

く経　費〉　自治会費（通信費含）1・800円

　　　　　　と教材費実費。

　〈コース〉　毎週木曜日　夜7時～9時

　〈申　込〉　十日町市公民館（87－5011番）

　　　　　　電話も可。

　※25歳までの勤労青少年なら、どなたで

　もけっこうです。

⑱
ブ
ロ
グ
ラ
ム

●
受
　
　
付
…
…
…
…
…
…
九
時

●
お
祝
い
の
こ
と
ば
…
…
－
十
時

●
記
念
講
演

　
「
人
生
は
年
で
は
測
れ
な
い
」

　
　
　
　
か
お
、
る

　
　
岡
野
加
穂
留
氏

　
　
（
明
治
大
学
大
学
院
教
授
）

●
市
民
吹
奏
楽
団
演
奏

●
「
若
者
た
ち
」
斉
唱

○
終
　
　
了
…
…
十
一
時
五
十
分

　
※
当
日
は
、
ふ
ろ
し
き
を
お
持
ち

　
下
さ
い
。

コ　　ー　　ス テ　　ー　　　マ 講　師

料　　　　理
よりよい健康管理のため

の料理方法を学ぶ

栄養士

酒井　　環

焼　　　　物 土と炎の芸術に挑戦！
十高教諭

堀田　　正

演　　　　劇 幅広い自己表現の探求を
十実講師

西川勝雄

文　　　　芸
創作活動を通して情操豊

かな生活を

歌　人

野本郁太郎

写　　　真
現代社会をレンズを通し

て考える

写真家

遠田誠也

映画評論
映画を自らの生活の中に

どう生かせるか

十高教諭

田村喜一

ミニコミ紙研究
情報の本質とその伝達方

法を学ぶ

タイムス編集長

森本忠彦

　5月から市民講座が始

まります。さああなたも

仲間をさそっておいでく

ださい。

05月1日から受付

　お早めに申し込みをし

てください。

○対象は……

　どなたでもけっこうで

すが、初心者にかぎりま

す。（小、中高校生は除く）

○時間は……

　夜7時から9時までで
す。

日　本　画
絵筆を持ったことのない入の

ための日本画入門教室です。

火曜夜
5月13日～

塩沢中学校

田中　武夫

焼　　　物

手びねりかr）ろくろづくりま

でグイ呑みから大皿まで手づ

くりのやきものを楽しむ。

火曜夜

5月13日～

陶芸愛好家

大久保淳二

文　　　学

「北越雪譜」鈴木牧之著を読

み雪をいかに忍耐強く克服し

生活をしたのか、昔の雪国の

暮‘）しの原点を学ぶ。

第2・4
火曜夜
5月13日～

鈴木牧之研究家

川西高校

高橋　　実

（こうたい）

小　　　謡

謡曲の中かド）独吟に適する短

い一節をとり出して謡うもの

を小謡（こうたい）と云いま

す。発声かr）習ってめでたい

席の小謡いく‘）いできるよう

に。

第1・3

木曜夜
5月1日～

十日町

　観世会

家庭で活かす

中華風料理

中華風で家庭でも気軽に作る

ことができる献立を中心に実

習指導をしていただきます。

第3金曜夜
5月16日～

　栄養士

酒井　　環

灘聯麟
○定員は一…

　それぞれ30名です。定

定員になり次第に〆切り

ます。

○学習は…

　11月までの予定です。

○受講料は…・

　無料ですが、教材費は

各自負担です。

○申込みは…

　十日町市公民館に

　（B7－5011番）電話申

込み可。申込みの際には

ハガキを6枚を添えてく

ださい（連絡用）。
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
実
施

◎
該
当
者
　
満
三
歳
～
学
齢
ま
で
の

人
。　

●
初
回
免
疫
（
一
～
二
週
間
隔
で

二
回
接
種
）
…
満
三
歳
に
達
し
た
人

及
び
前
年
接
種
し
な
か
っ
た
人

　
●
追
加
免
疫
（
前
年
初
回
免
疫
が

地
区
名

接
種
月
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

飛
一
小
学
校
区

5
月
6
日

（
火
）

5
月
1
3
日

（
火
）

午
後

　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

飛
　
一
　
小
　
学
　
校

飛
二
小
学
校
区

午
後

　
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

飛
　
二
　
小
　
学
　
校

枯
木
又
分
校
区

午
後

　
2
時
5
0
分
～
3
時

枯
　
木
　
又
　
分
　
校

吉
田
小
学
校
区

午
後

　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

吉
　
田
　
小
　
学
　
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後

　
2
時
5
0
分
～
3
時

ケ
山
小
学
校

下
条
小
学
校
区

5
月
7
日

（
水
）

5
月
1
4
日

（
水
）

午
後

、
1
時
3
0
分
～
2
時

下
　
条
　
公
　
民
　
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後

　
2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

午
後

　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

島
　
小
　
学
　
校

真
田
小
学
校
区

午
後

　
2
時
4
0
分
～
3
時

田
　
小
　
学
　
校

中
条
小
学
校
区

5
月
8
日

　
（
木
）

5
月
1
5
日

　
（
木
）

午
後

　
－
時
⑳
分
～
2
時
2
0
分

一
回
目
　
中
条
小
学
校

二
回
目
　
中
条
公
民
館

東
小
学
校
区
5
月
8
日

　
（
木
）

5
月
1
6
日

　
（
金
）

午
後

　
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

一
回
目
　
東
小
学

二
回
目
勤
労
至
ホ
去

水
沢
小
学
校
区

5
月
1
5
日

（
木
）

5
月
2
3
日

（
金
）

午
後

　
1
時
4
0
分
～
2
時
1
0
分

水
　
沢
　
小
　
学
　
校

馬
場
小
学
校
区

午
後

　
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

珠
田
分
校
区

午
後

　
2
時
50
分
～
3
・
時

三
　
田
　
　
分
　
　
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

5
月
1
6
日

　
（
金
）

5
月
2
3
日

　
（
金
）

午
後

　
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

労
青
少
年
ホ
ー
ム

六
箇
小
学
校
区

5
月
1
6
日

　
（
金
）

5
月
2
6
日

　
（
月
）

午
後

　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

野
中
小
学
校
区

午
後

　
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

野
中
　
小
　
学
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

5
月
2
1
日

　
（
水
）

5
月
2
8
日

　
（
水
）

午
後

　
1
時
如
分
～
2
時
2
0
分

吻
労
青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
全
区

5
月
2
7
日

　
（
火
）

6
月
5
日

　
（
木
）

午
後

　
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

川
　
治
　
公
　
民
　
館

完
了
し
た
人
）

◎
接
種
料
金
　
一
回
三
百
五
十
円

◎
接
種
前
後
の
注
意
　
●
前
目
入
浴

を
さ
せ
清
潔
な
肌
着
の
着
用
。
●
朝

体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。
混
雑
し
た

会
場
で
あ
わ
て
て
計
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
●
母
子
手
帳
・
印
か
ん

を
忘
れ
ず
に
。
問
診
票
は
保
護
者
が

責
任
を
も
っ
て
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
種
日
は
も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ

っ
て
は
翌
日
も
入
浴
を
ひ
か
え
、
当

日
は
昼
寝
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
●
有

熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
そ

の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

㎜
3
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
（
憲
法
記
念
日
）
8
2
の
2
9
5
7
番
…

…
4
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
　
　
　
　
　
溶
2
の
3
2
7
6
番
…

　
　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
…

…
　
　
　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番
　
…

…
5
日
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）
…

…
（
子
供
の
ロ
）
　
8
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番
　
…

…
1
1
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
三
）
　
…

㎜
　
　
　
　
8
8
の
2
0
3
9
番
…

一
1
8
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

…
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
…

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

…
　
　
　
　
　
　
　
壼
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
…

…
2
5
目
　
池
田
医
院
（
本
町
璽
）
　
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番
一

◎◎

灘
離
撫
鶴
錯
話
朋
酷
繍
）

、麿い鳥葉書を無料交付
◎麗象者　身体障害轡障害程度等級裏の1級、

　　　　　2級の入

潮交付数　1人20樵無料

◎交付期閥’5月31日まで

薗受付渇　十貝町、魚沼中条、土市の各郵便局

極持参するも、の　手帳、印かん（代理人でけっ

　　　　　　　こうです）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
三
十
日
困
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
小
泉
の
一
部
、
吉
田
山

谷
、
稲
葉
▼
五
月
＋
二
日
側
午

後
一
時
～
四
時
半
ま
で
　
蕨
平
、
三

ツ
山
、
上
田
原
　
▼
五
月
十
四
日
困

午
後
一
時
半
～
五
時
ま
で
　
八
幡
田

町
　
▼
五
月
十
四
日
困
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
　
下
川
原
町
、
南
新
田

町
、
四
日
町
新
田
第
年
の
一
部
　
▼

五
月
十
五
日
㈱
　
午
前
九
時
s
午
後

一
時
ま
で
　
天
池

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
城

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

5
月
2
1
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55

年
1
月

生
れ
の
人

域全

　
）
　
　
o

　
紙
い

。
用
さ

す
ト
下

ま
一
で

り
ケ
い

送
ン
お

を
ア
は

書
（
た

知
　
　
か

通
　
　
の

診
　
　
月

検
　
　
当

み
　
　
該

の
　
　
も

診
　
　
と

検
　
　
く

児
　
　
な

　
壁
』

月
　
　
　
力

　
ー

カ
　
　
　
気

6
　
　
通

歳
　
　
人

1
　
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

5
月
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
n
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

5
月
1
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
n
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

5
月
12
日

　
（
月
）

午
後
1
時
半

～
4
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

5
月
1
6
日

　
（
金
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

5
月
2
0
日

　
（
火
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

5
月
2
7
日

　
（
火
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

5
月
2
2
日

　
（
木
）

十
日
町
公
民
館

54

年
5
月

～
7
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

　
区

市
役
所
市
民
相
談
室

O
・
・

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

：
○

」販5／25
　　　　　　　　　　　□55号口

年8月25日第3種郵便物認可（4部6円）編集発行／十Eヨ町市役所（電話㈹7－3111）／毎月25日昭和54年8月25日第3種

地
区
広
聴
会
開
催
中
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
日
程
を
一
部
変
更

　
“
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
”
を
合
言
葉
に
、
今
年
も
地
区
広
聴
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
五
月
に
は
六
箇
地
区
を
は
じ
め
五
会
場
で
実
施
さ
れ
盛
況

で
し
た
。

　
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
市
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
あ
な
た

の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

6月分地区広聴会日程
月　　日

σ
地
　
区 会　　場

　　日
2　を” 新　座 新　座　分　館

6目 大井田 大井田分館
9日 川　治 川治地区公民館

時間はいずれも夜7時～9時

6月12日八箇地区、13日下条地区
23日水沢地区、24日馬場地区の広
聴会は7月に変更します。

　拶徽
と6』厚昌β3

着
長
と
謬
る
俘

ー
六
月
一
日
（
日
）
1

時
間
午
後
三
時
～
七
時

会
場
　
市
役
所
市
長
応
接
室
（
二
階
）

　
次
回
の
市
民
と
語
る
日
は
、
一
日

が
日
曜
目
に
な
り
ま
す
が
、
予
定
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。
地
域
や
グ
ル
ー

プ
、
個
人
の
問
題
な
ど
な
ん
で
も
い

い
で
す
の
で
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ

さ
い
．
お
い
で
の
時
に
は
、
企
画
広

報
係
（
3
七
ー
三
一
二
番
内
線
二

三
六
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
直
接

お
い
で
い
た
だ
い
て
も
結
構
’
．
㌧
す
。

轍役叢歯の馨線餐簿が謎鍵織

課　　　　　　　　名 番号
一一民　活課

（市民係、年金係、行政相談員） 52711

社会福祉事務所、市民生活課環境係 52412

保健衛生課 52714

税　務　課 52512

総務課、財政課 52713

水道局、財政課国土調査係 52511

建設課、下水道課 52411

農林課、商工課、農業委員会事務局 52712

議会事務局 52513

教育委員会事務先．1 52413

当　直　室 52414

選挙用臨時有線 52514

開発課、苗場水沢分室 廃止

農
耕
機
械
に
よ
る

　
　
道
路
汚
染
防
止
を

　
春
の
農
作
業
も
た
け
な
わ
で
す
が
、

最
近
、
耕
う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等

に
付
着
し
た
泥
、
土
な
ど
で
道
路
が

汚
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
を
い
つ
も
き
れ
い
に
保
つ
た

め
、
機
械
に
付
着
し
た
泥
、
土
な
ど

を
洗
い
流
し
て
か
ら
、
道
路
を
通
行

す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ー
十
日
町
土
木
事
務
所
ー

不
動
産
取
得
税
が

改
正
に
（
軽
減
措
置
）

　
住
宅
や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た

場
合
の
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置

が
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

取
得
の
目
か
ら
六
十
日
以
内
に
申
告

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

◎
新
築
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
床
面

積
が
六
十
五
平
方
㌶
以
下
で
、
か
つ

一
平
方
材
当
た
り
の
価
格
（
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
く
価
格
で
、
取

得
価
格
で
は
な
い
）
が
、
八
万
七
千

円
以
下
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

◎
中
古
住
宅
や
多
、
の
土
地
の
取
得
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
も
の
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
詳
細
は
、
十
日
町
財
務
事

務
所
（
盈
七
－
五
五
一
一
番
内
線
二

〇
四
）
　
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
訂
正
　
五
月
十
日
付
市
報
十
面
の

市
民
税
の
均
等
割
額
千
三
百
円
を
干

二
百
円
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。


